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昭和46（1971）年	◦海老名市誕生、市制施行宣言 1

昭和47（1972）年	◦人口５万人到達
昭和48（1973）年	◦	「さつき町」誕生
	 ◦小田急線・相鉄線海老名駅が現在地に移転
昭和49（1974）年	◦	「国分寺台」誕生
昭和50（1975）年	◦相鉄線かしわ台駅・さがみ野駅開業
昭和51（1976）年	◦第１回えびなふるさとまつり開催 2

昭和55（1980）年	◦文化会館・中央公民館開館
	 ◦	「浜田町」誕生
昭和57（1982）年	◦郷土資料館「海老名市温故館」開館 3

昭和59（1984）年	◦消防署南分署開署
昭和60（1985）年	◦図書館・教育センター開館
	 ◦海老名中央公園全面開園
昭和62（1987）年	◦国鉄相模線海老名駅開業
	 ◦東柏ケ谷近隣公園開園
昭和63（1988）年	◦人口10万人到達

　海老名駅はもともと現在の
中央１丁目押堀交差点付近に
ありました。昭和48（1973）
年に現在地へ移設され、田畑
や空き地が広がる中に新駅舎
が完成してからは、市とともに
発展していきました。

海老名駅東西のあゆみ 昭和編

旧駅舎［昭和40年代］旧駅舎［昭和40年代］

現駅間［昭和62年］現駅間［昭和62年］ ［昭和48年］［昭和48年］
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市制施行５周年を
機に始まった「え
びなふるさとまつ
り」。現在の「えび
な市民まつり」の
前身です。

海老名村役場庁舎を改修して温故館として開館

市制施行の式典 現在のレンブラントホテル海老名の場所に
あった旧市庁舎
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東西


